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1．はじめに 

交通渋滞軽減のためには、利用者に最適な経路や出発時間の選択を促し、交通需要の時間

的・空間的分散を図るための道路交通情報を提供することは重要である。しかし、現在提供されて

いる情報はアクセス時点の情報や過去の平均的な情報である。このため、走行した時点では渋滞

状況が変化している可能性が高い。従って、出発直前の情報は、変動状況を予測して情報提供を

する必要があることは明白である。 

本研究では、出発直前における道路交通状況の予測手法として、蓄積された交通データと当日

の交通データとをマッチング処理する手法を提案し、十分な検証を行う。また、交通需要の時間

的・空間的分散に有効となる提供方法を提案する。 

 

2．利用者ニーズの分析 

既存の旅行時間に関する研究においては、旅行時間情報の精度向上に主眼をおいたものが多

く、精度の目標値や利用者の旅行時間情報に対する考え方について整理・報告された事例は少

ない。そこで旅行時間情報予測手法の研究の基礎資料とすべく、web アンケートを実施した。 

旅行時間情報については、多くの利用者が提供を希望しており、その必要性が確認された。 

また、提供された旅行時間情報により、出発時刻や経路を変更する可能性がある利用者は多く、

交通量の時間的平準化・空間的平準化に寄与する可能性が示された。 

更に、旅行時間を「30 分」と「60 分」と提供された時に、実際に走行したところ情報より早く、若し

くは遅れて到着した場合に許容可能な両者の誤差については、「60 分」の場合において多少の寛

大さが見受けられたが、許容可能な比率の変化を考慮すると両者とも±10 分以内が許容誤差と

思われる。一方で、旅行時間の比率と誤差の比率が比例していないことから、利用者が許容誤差

の大きさを提供値に対する比率ではなく、絶対値で判断する可能性も示された。 
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3．旅行時間予測に関する既往の研究 

走行中の車両を対象とした研究では、様々な手法が提案されている。しかし、検証量が少ないこ

ともあり、現状では直前の瞬時値を旅行時間として提供されているものが殆どである。また、旅行

計画時については、首都高速道路公団等のホームページで統計的に処理した旅行時間情報が提

供されている。この値は平均値という位置付けであり、当日の交通状況が加味されていない。 

これらの既存研究の課題を整理すると以下の通りである。 

① 出発直前情報を対象としているため、2 時間先に首都高速道路に乗る利用者を考慮してお

り、これまでの手法よりも予測時間が長いこと。（既往の予測手法は旅行時間に等しい時間

程度を予測） 

② 異常事象（事故・工事等）が多い首都高速道路を対象としていること。（このためベスト 10 パ

ターンを参照する等の工夫を行っている） 

③ 過去数年にわたる長期の蓄積データを利用していること。 

④ 他の研究が 1 ルートであるのに対し、本研究では数ルートでの検証を行っている。 

⑤ 首都高速道路を対象とした出発直前における旅行時間提供の可能性を、実務的に検討し

ている。 

ここに示すように旅行計画時や走行中の車両をターゲットとした研究や情報の提供については

実績があるものの、利用者ニーズの最も高い出発直前の情報提供、即ち現在から 1 時間後や 2

時間後迄の出発をターゲットとした研究は、これまで行われていない。 

 

4．旅行時間予測手法の提案 

本研究では、比較的簡易、高精度なデータが多く蓄積されている、恒常的渋滞により類似する

パターンが多数ある等から類似パターンを検索する方法を選定し、出発直前の 1～2 時間前に利

用可能な予測手法について研究した。この手法は、過去の蓄積データと当日のデータをマッチング

させて類似する日を抽出し、予測旅行時間を算出する手法である。予測手法を具体化するために、

予測旅行時間を算出する手法である。予測手法を具体化するためには、「類似パターン検索のた

めのデータ種類」、「マッチングの時間範囲」、「マッチングの空間範囲」、「基礎データの検索期間」、

「プレ・クラシフィケーション」のマッチング処理に関するものと、「中央値算出に用いる順位」、「提供

値の補正」のマッチング結果処理に関するものの検討を行い、その結果を反映した予測手順を以

下に示す。 

① 蓄積データと当日データの同時刻同時間の区間旅行時間から最小二乗誤差を算出 

 

 

 

  SPijk：区間 i、時刻 j、日付 k における蓄積データの区間存在台数 

  STij：区間 i、時刻 j の当日データの区間存在台数 

  n：マッチングする区間の総数 

  m：時刻数（24）（5 分ピッチの 2 時間） 

  ｋ：蓄積期間（730）（2 年間） 

② 最小二乗誤差（Ｓk）を日別に小さい順にソート 

③ 上位 10 日間の予測に利用する時間帯（2 時間）の区間旅行時間（Ｓijk）を抽出 
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④ 区間旅行時間（Ｓijk）について区間毎、時間毎（5 分）で中央値を算出し、予測区間旅行時

間（YSijk）を算出 

⑤ 予測区間旅行時間（YSijk）を用いて、5 分間毎に予測対象の起点と終点について時間経過

に合わせてスライドさせて累加する（タイムスライス値）ことで、2 時間先までの旅行時間の予

測値を算出 

⑥ 予測時刻直前（5 分前）の実測の区間旅行時間による瞬時値と、予測区間旅行時間による

瞬時値を比較し、その差分を⑤で算出した旅行時間の予測値に加算し、旅行時間の補正

を行った。 

更に、特異事象発生時等に精度を向上させるための手法として、マッチング範囲の拡大（上流、

並行ルートの取り込み）を行ったところ、精度の向上が確認された。 

 

5．旅行時間予測手法の検証 

主要路線の検証として、3 号渋谷線上り用賀～谷町、4 号新宿線上り高井戸～三宅坂を対象と

して検証を行った結果、異常事象を含む場合でも、±10 分以内に 75％となっている。また、異常事

象を含まない場合は、±10 分以内に 85％～90％の精度となっている。 

次に、予測手法の適用性を評価するため、首都高速道路の 9 ルートについて検証した結果、事

故や工事を含めても全体平均で±10 分以内に 80％以上の精度を確保している。精度が 60％程

度と若干悪い一部のルートについては、中央環状王子線の供用後 5 ヶ月のみのデータマッチング

となっており、類似日が少なくなっているためと考えられる。 

既に情報提供されている手法との精度比較において、本研究で提案する手法の優位性も確認

されたことから、提供レベルに達していると思われる。 

 

6．提供方法の検討 

下図はインターネット等における旅行時間の提供イメージを示したものである。提供時点までの

実績値と予測情報を時系列に表とグラフで連続的に示すこととした。これにより、利用頻度が少な

くグラフ等を見慣れない利用者でも空いている時刻がわかり、出発時刻を選択できるようになる。ま

た、旅行時間情報は過去の統計データから得られる平均的な範囲（40～60%タイル値）も同時に提

供し、グラフ化することで、当日の旅行時間が長めの日なのか等を一目で把握できるようになり、

利用頻度の高い利用者にも便利な情報となる。出発直前情報は 2 時間先までとしているが、統計

値は 2 時間以降も表示することにした。コメントを設けて、事故発生状況等を提供することで、事故

発生時等で精度が保証できないような状況に対応するようにした。さらに、利用者に時間とルート

の両方の選択に寄与するため、複数ルートの場合の提供方法も提案した。 
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用賀～霞が関までの旅行時間 7:45 現在：20 分 

 

時刻 8:00 8:30 9:00 9:30 10:00 

予測情報 ２５分 

 

 

３０分 ３５分 ３５分 ３０分 

平均的な旅行時間 25 分 25 分 30 分 30 分 30 分 

コメント 

（異常事象等） 

事故等は発生していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 提供イメージ 

 

7．おわりに 

本研究の対象とする出発直前の旅行時間予測は、利用者ニーズが最も高いが、現在情報提供

されておらず、且つ既往研究が殆どないところを対象としており、意義あるものと思われる。 

本研究で提案する手法・検証の特長として以下が挙げられる。 

① 2 時間先に首都高速道路に乗る利用者を考慮しており、出発直前情報を対象とした時間の

変更に資する情報提供を行っていること 

② 過去数年にわたる長期の蓄積データを活用可能であること 

③ 交通量と速度の両者を考慮した「存在台数」を用いていること 

④ 異常事象（事故や工事等）を含めても精度が良いこと 

⑤ 特定ルートのみでなく、数ルートでの検証を行い、それぞれ予測精度が良いこと 

⑥ 既存の提供値よりも高い精度があること 

⑦ ネットワーク変化後の精度も確認していること 

⑧ 首都高速道路における旅行時間提供の可能性を実務的に検討し、具体的な提供方法まで

提案していること 

本手法は十分実用レベルまで達しており、実際に提供することが今後の課題と言える。また、実

提供時に、事故時等大きな誤差が予想される場合の提供方法、具体的なシステム化方法、任意

ＯＤや代替ルートの提供の際にも耐えうる計算速度の検証が挙げられる。 

グラフ表示  

３号渋谷線上り　用賀～霞が関の旅行時間
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